
　
我
々
は
、
全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
を
開
催
し
、
砂
防
関
係
事
業
の
促
進
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
提
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
提
言
事
項
の
実
現
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
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提
　
　
言

　　
近
年
、
全
国
各
地
で
記
録
的
豪
雨
が
発
生
し
て
お
り
、
今
年
も
６
月
及
び
８
月
の
豪
雨
で
は
、
九
州
、
中
国
、
近
畿
等

で
激
甚
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、
８
月
の
台
風
第
七
号
、
９
月
の
台
風
第
十
三
号
で
も
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
千
四
百
件
を
超
え
る
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
地
域
社
会
に
大
き
な
脅
威
を
与
え
て
い
る
。

特
に
土
石
流
、
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
に
加
え
、
土
砂
・
洪
水
氾
濫
や
流
木
を
伴
う
土
砂
災
害
の
発
生
が
顕
著
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
そ
の
被
害
は
激
甚
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
今
後
の
気
候
変
動
に
よ
り
さ
ら
に
深
刻

化
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
強
靱
な
国
土
を
実
現
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
、

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
早
急
に
実
現
を
図
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

１
．
土
砂
災
害
防
止
施
設
の
強
力
な
整
備
推
進

　
国
及
び
都
道
府
県
は
、
土
砂
災
害
か
ら
人
命
を
守
り
、
安
心
し
て
住
め
る
地
域
に
す
る
た
め
、「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
を
引
き
続
き
強
力
に
推
進
す
べ
く
必
要
か
つ
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
物
価
高
騰
や
賃
上
げ
の
対
応
に
も
十
分
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
５
か
年
加
速
化
対
策
後
も
国
土
強

靱
化
の
取
り
組
み
を
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
進
め
る
た
め
、
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
を
早
期
に
策
定
し
、
必
要
な

事
業
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
。

２
．
流
域
治
水
『
砂
防
』
の
推
進

　
国
及
び
都
道
府
県
は
、
土
砂
・
洪
水
氾
濫
や
流
木
を
伴
う
激
甚
な
土
砂
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
河
川

事
業
と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
考
慮
し
た
土
砂
災
害
対
策
や
林
野
部
局
と
連
携
し
た
流
木
対
策
等

を
実
施
し
、
流
域
治
水
『
砂
防
』
を
推
進
す
る
こ
と
。
特
に
、
土
砂
・
洪
水
氾
濫
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
危

険
流
域
の
抽
出
調
査
を
速
や
か
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
流
木
対
策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

３
．
地
域
を
支
え
る
砂
防
事
業
の
推
進

　
国
及
び
都
道
府
県
は
、
地
域
の
社
会
・
経
済
活
動
を
支
え
る
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
保
全
等
を
通
じ
て
、
国
民
の

「
い
の
ち
」
と
「
く
ら
し
」
を
守
る
た
め
の
砂
防
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
。

　
そ
の
際
、
地
域
の
特
性
や
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
事
業
と
な
る
よ
う
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

４
．
既
存
施
設
の
老
朽
化
対
策
と
機
能
の
強
化

　
国
及
び
都
道
府
県
は
、
既
存
施
設
の
老
朽
化
対
策
をD

X

の
加
速
化
に
よ
り
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
。
併
せ
て
、

流
木
対
策
施
設
の
設
置
や
砂
防
堰
堤
に
堆
積
し
た
土
砂
の
除
石
、
特
に
土
石
流
を
捕
捉
し
た
場
合
に
緊
急
除
石
に
よ
る

早
期
の
砂
防
施
設
の
機
能
回
復
を
図
り
、
施
設
効
果
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。
併
せ

て
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
砂
防
堰
堤
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
や
緑
を
活
用
し
た

土
砂
災
害
対
策
等
に
取
り
組
む
こ
と
。

５
．
警
戒
避
難
体
制
の
強
化

　
国
及
び
都
道
府
県
は
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
抽
出
や
土
砂
災
害
警
戒
情

報
の
精
度
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
災
害
時
の
避
難
に
つ
な
が
る
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
。
併
せ
て
、

火
山
噴
火
や
大
規
模
災
害
時
等
に
迅
速
な
対
応
が
行
え
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
の
新
技
術
の
開
発
活
用
を
進
め
る

こ
と
。

６
．
組
織
・
人
員
の
強
化

　
国
及
び
都
道
府
県
は
、
砂
防
事
業
の
推
進
お
よ
び
適
切
な
施
設
等
管
理
に
必
要
と
さ
れ
る
人
員
・
体
制
の
確
保
を
図

る
こ
と
。
併
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
たTEC-FO

RCE

等
に
よ
る
災
害
発
生
時
の
円
滑
な
自
治
体
支
援
の

た
め
、
地
方
整
備
局
や
研
究
機
関
に
お
い
て
、
必
要
な
人
員
・
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
地
域
の
安
全
・
安

心
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
砂
防
分
野
の
大
学
の
研
究
者
が
継
続
し
て
確
保
さ
れ
る
よ
う
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

以
上

　
　
　
令
和
五
年
十
一
月
十
六
日

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
　
　
　


